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ジャパンケーブルキャスト株式会社

取締役企画管理本部長 佐藤隆一



【氏名】佐藤隆一（さとうりゅういち）（男）
【生年月日】昭和31年2月6日生れ（満61歳）
【主要経歴】
・昭和51年国立旭川工業高等専門学校機械工学科卒業

・昭和51年日本電信電話公社入社 ＊以降、交換機エンジニアとして本社開発部門等で勤務

・平成6年ＮＴＴ北海道総支社人事育成部人事担当課長 ＊「人」を基軸にした価値観を育む

・平成8年ＮＴＴマルチメディアビジネス開発部担当課長
・平成10年非常勤でジーアールホームネット㈱取締役就任
・平成12年㈱ぷららネットワークス出向（社名変更） 取締役企画総務部長就任
・平成16年CISO（最高情報セキュリティ責任者）受任しISO27001のISP初の取得を主導
・平成18年第１種衛生管理者取得、同年中央労働災害防止協会認定「心理相談員」
（社内に「相談室」の開設を主導、自ら社員の相談窓口対応開始）

・平成19年NTTグループを挙げての映像配信事業推進PTの事業企画ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ兼務
・平成20年㈱NTTぷらら（社名変更）取締役企画総務部長兼CISO「ひかりTV」開始に貢献
・平成22年NTTぷらら統括労働安全衛生責任者、統括環境責任者を受任
・平成23年㈱ＮＴＴぷららＩＴ企業初のISO27001、OHSAS18001、ISO14001の3MS取得を主導

※ OHSAS18001（労働安全衛生MS）、ISO14001（環境MS）の国際認証

・同年、メンタルヘルスマネジメント検定Ⅰ種取得
・平成24年㈱NTTぷららオペレーション本部長兼務
・平成27年ＥＡＰメンタルヘルスカウンセラー取得 同年ＥＭＣＡ会員協会会員
・平成28年ジャパンケーブルキャスト㈱（以下、JCC）取締役就任
・平成29年中央労働災害防止協会主催「心の健康づくりシンポジウム」シンポジスト
・JCCにおいて「働き方改革」を主導
・同年、㈱NTTぷららを退職、JCC常勤化（取締役企画管理本部長）、現在に至る



管理職経験で培った価値観

（１）「人」を基軸にして考えることが何よりも最優先

①社員を一人新卒採用したら定年まで２億円以上の労務費負担があります。

②２億円の機械を購入したら、毎年数百万円の保守費を払って大切に使います。

③なのに、社員には大切にせず酷使してしまっているのが現実では？

（２）「貴方にとって一番大切なものは何ですか？」

①「はい、それは自分の命です」

②「そうですね。では、命を大切にするためには、何をしますか？」

③「はい、怪我や病気に気を付けます」 ⇒ 心身の健康管理・安全衛生管理が重要！

もっと「人」を大切に
しましょう！！



「心の健康づくり計画」の策定と社内相談体制づくり

「労働者の心の健康の保持増進に関する指針」

【学びと気づき】

①４つのケアと安全衛生委員会を軸にした体制づくり

②「心の健康づくり計画」を策定し、トップの宣言の上で推進することが有効

③リスクを抽出し職場環境改善することと、教育研修・相談体制の充実が重要！

④定着させるにはＯＳＨＭＳ（ＰＤＣＡサイクルによる継続的改善）が有効

モチベーション阻害要因
がメンタル不調に影響

休職・短時間勤務での
ロス稼働

「心の健康づくり計画」

①メンタルヘルスマネジメント推進体制及び４つのケアを明確化

②中期目標の設定
・メンタル丌調により稼働ロスになった労働損失の比率を0.6%以下
・モチベーション調査結果のモチベーション偏差値を継続的に改善

「相談体制の充実」

①管理監督者の「上司力」向上と社員相談対応スキル付不

②社外のＥＡＰ以外に、社内にも「相談室」設置

⇒相談先：①上司、②社内の相談員、③社外ＥＡＰ、④産業医・保健師

中災防主管の「心理相談専門研修」履修者で構成 ⇒ 対応の限界 ⇒ ｅＭＣを活用したレベルアップ



不定愁訴
↓

心身症等
↓

神経症等
↓

うつ病等

【ストレスにより心と身体の緊張状態ができる】
①交感神経優位に
②アドレナリン、ノルアドレナリン血中濃度上昇
③心拍数・血圧の上昇
④精神性の発汗
⑤毛細血管の収縮
⑥骨格筋血流の増加

↓
Fight－Fliight Response（闘争・逃走反応）という

ス
ト
レ
ス
の
継
続

①セルフケア
（コーピング・相談・医療機関受信・・・）

②ラインケア
（変化の気づき・声掛け・
相談・職場環境改善・ﾘﾌｧｰ等）

③産業保健ｽﾀｯﾌ等
によるケア（面接指導、
健康相談等）

社員（不調）

ストレスチェック（問診）→法改正で義務化 不調者面接

50人以上の事業場では義務化

ストレス判定図 職場へﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

まだまだ支援が
足りないのかぁ・・・

職場毎のストレス要因・緩衝
要因の傾向をﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

①全社の職場環境改善
（安全衛生委員会での全社
的ｽﾄﾚｽ実態分析・ﾘｽｸｱｾｽ
ﾒﾝﾄによる全社的管理策検
討⇒環境改善）

②部門単位の職場環境改善
（職場討議等：ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ、
ｱｸｼｮﾝﾁｪｯｸﾘｽﾄ（ﾋﾝﾄ集）の
活用により職場の問題分析
⇒管理策検討⇒環境改善）

安全衛生委員会（月1回以上開催）
【構成】産業医・保健師・衛生管理者

社員代表（労組役員等）

職場環境改善
ＰＤＣＡを継続
的に実施

●●精神科医院 社外EAP・
ｶｳﾝｾﾗｰ等

主治医

産業医・保健師・衛生管理者

治
療

④事業場外資源によるケア

４つのケアの連携

産業医
等

上長

職業性ストレスモデル

職業性ｽﾄﾚｽ
簡易調査表
など

反応

心身へ
の影響

【社員の休業前後のケア】
職場復帰支援の５ステップ
①休業開始及び休業中のｹｱ
②主治医による復帰可能判断
③職場復帰可否の判断、及び
職場復帰支援ﾌﾟﾗﾝの作成
④最終的な職場復帰の決定
⑤職場復帰後のﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

社員へ
結果通知

会社へ
結果通知

ストレス・メンタルヘルスマネジメント関連図

https://pixta.jp/illustration/16680516
http://takai-sr.c.blog.so-net.ne.jp/_images/blog/_574/takai-sr/E4BB95E4BA8BE381AEE382B9E38388E383ACE382B9E588A4E5AE9AE59BB3_E5AE9FE789A9E382B0E383A9E38395_20140615-74719.gif?c=a1
http://www.google.co.jp/url?url=http://blog.goo.ne.jp/illust-amembow/e/612e8ba6e811fb223cb9aa35b465aea0&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ved=0CBwQwW4wA2oVChMIp9WiqNnYyAIVAhWUCh0m2Q4s&usg=AFQjCNGB_ctyCv6lnKxp0nwK1yPiek7NEw
http://www.fumira.jp/cut/medical/file332.htm
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwi85-2P4JbKAhXj4qYKHV4KDmYQjRwIBw&url=http://free-illustrations.gatag.net/tag/%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%90&psig=AFQjCNE2Sjnwhxe5xoII4cTH9K1OwNS18A&ust=1452223460569230


ＯＳＨＭＳは、
Occupational Safety and Health Management System の頭文字
日本語では「労働安全衛生マネジメントシステム」と言います

労働者が業務上怪我や病気をしないよ
うにマネジメントする仕組み

ＯＨＳＡＳ（オーサス）というＩＳＯのよ
うな国際的規格に準拠

ＰＤＣＡ（Plan・Do・Check・Action）
サイクルで継続的改善

①トップが宣言し全社一丸で実施

②怪我や病気に繋がるリスクの洗い
出しとリスクの大きさを事前評価
③対策の立案・実施（職場環境改善）
④安全衛生教育の実施

⑤対策の有効性評価と残存リスクを
再評価し次のＰＤＣＡサイクルを回す

心身の健康管理・安全衛生管理にＯＳＨＭＳが効果的

毎年継続審査を
受験し認証を維持



ｅＭＣ資格取得後の活動



メンタルヘルスマネジメント検定合格支援サークル活動
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第２章
ストレス及びメンタル
ヘルスに関する基礎
知識

自律神経とリンパ球・免
疫細胞の関係

　ストレスが加わる
　　　　　↓

　交感神経優位

　　　　　↓

　アドレナリン・コルチゾール

　分泌

　　　　　↓

　リンパ球（ＮＫ細胞等）の抑制

PANASONICヘルスケアのホームページより
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第２章
ストレス及びメンタル
ヘルスに関する基礎
知識

NIOSH職業性ストレス
モデル

面接指導と措置
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第２章
ストレス及びメンタル
ヘルスに関する基礎
知識

ストレス反応

○身体的な変化・・・動悸・異常な発汗・めまい・手足のだるさ・全身の倦怠
感・食欲減退など
○心理的な変化・・・不安感・抑うつ感情・焦燥感・緊張感・イライラ感・無力
感・絶望感など
○行動面の変化・・・判断力低下・注意力散漫・忘れっぽい・ミスが増えたな
ど
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第２章
ストレス及びメンタル
ヘルスに関する基礎
知識

心身症とは？

○その身体疾患の症状発現や症状の消長にこころの問題の関与が大きい
身体疾患の総称。
○心身症とは、身体疾患の中で、その発症や経過に心理社会的な因子が
密接に関与。器質的ないし機能的障害がみとめられる病態をいう。
○神経症やうつ病など他の精神障害にともなう身体症状は除外する
○心身症は「精神疾患」ではなく「身体疾患」であるため、主として扱う診療
科は精神科ではなく心療内科である。
○心身症は身体面の変化があるので、自分で気づきやすい。
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第２章
ストレス及びメンタル
ヘルスに関する基礎
知識

アレキシサイミア

アレキシサイミアは心身症の病態の一つの重要な要素と考えられてきた。
【アレキシサイミアの特徴】
・自分の感情や、身体の感覚に気づくことが難しい（鈍感である）
・感情を表現することが難しい
・自己の内面へ眼を向けることが苦手である
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第２章
ストレス及びメンタル
ヘルスに関する基礎
知識

過剰適応
・まじめで、過剰なまでに仕事にのめりこむ傾向。
・自分の感情を抑えてしまい、自己犠牲的になりやすい。
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第２章
ストレス及びメンタル
ヘルスに関する基礎
知識

タイプＡ行動パターン

・性格面では競争的、野心的、精力的、行動面では機敏、せっかち、多くの仕
事に巻き込まれている、身体面では高血圧、高脂血症といったものがありま
す。
・タイプAの人は、自らストレスの多い生活を選び、ストレスに対しての自覚が
あまりないままに生活する傾向があります。
・血圧が上がる、脈拍が増えるなどのストレスに対しての反応によって循環
器系に負担がかかり、虚血性心疾患の発症に関係してくると考えられていま
す。

支援サークル活動

【対象】
①リカレントスクール卒業生コース
②会社の受験希望者コース

【活動内容】
①テキストの章単位で６回の勉強会
②模擬試験・過去問等で成果測定

【テキスト】
エクセルで約200項目、出題傾向が
高そうな項目は赤色表示

ＰＤＦ化してサーク
ルメンバーに共有

＜スマホで通勤時学習＞



社内ＥＡＰとしての相談対応の質が大幅に向上

正直、よく
わからん・・・

はい、よく
わかります・・・

ｅ
Ｍ
Ｃ
取
得
後

【職場での問題のみにフォーカスしがち】

・仕事が辛いですか？

・残業が続いていますか？

・上司の▲▲さんとはうまくやれてますか？

・同僚の皆さんは協力してくれてますか？

【幅広い理解】

①全面的な肯定的関心と共感的理解

②あいづち、繰り返し、要約、ﾉﾝﾊﾞｰﾊﾞﾙ、・・・

③ラポール形成

③生育歴や家族関係等についても質問

④できていることにﾌｫｰｶｽ、ﾘﾌﾚｰﾐﾝｸﾞ、・・・

Ｂｅｆｏｒ Ａｆｔｅｒ



社内外研修の企画・教材作成・インストラクションの実施

（１）セルフケア研修

①心身の健康と栄養について

②ストレスとの上手な付き合い方

（２）ラインケア研修

①労務管理を怠った場合の落とし穴（安全配慮義務から理解を深めよう）

②メンタルヘルスを中心にしたＯＳＨＭＳの取り組み事例

（３）産業保健スタッフ向け研修

①ロジャースに学ぶ相談者を主体としたカウンセリング
※本研修は、希望する管理監督者にも実施

（４）コミュニケーション研修（ロープレの体験）

①アサーティブコミュニケーション研修

②アンガーマネージメント研修

③部下への評価結果通知のための面接演習

以下のような研修を自ら企画し、教材を作成し、社内外にインストラクション
を実施しています



セルフケア研修「心身の健康と栄養について」（抜粋）



ＪＣＣにおけるセルフケア研修の実施結果
【目的】 心身ともに健康な状態を維持していくために必要な知識を修得する

【実施日程・参加状況】
①2016.8.8 人材派遣社員を対象
②2016.8.26、2016.8.31 全社員を対象
③2016.9.27 ②で受講できなかった社員を対象

【テーマ・講師・内容】 「ストレスとの上手な付き合い方」 講師：社外取締役 佐藤隆一
①ストレスとは？
②ストレスに関する厚生労働省の調査データ
③ＮＩＯＳＨの職業性ストレスモデル
④ストレスが加わった時に身体に起きる反応について
⑤上記反応の「進化論」的な意味合い（なぜそのような反応が起きるのか）
⑥ストレス時に脳や副腎から分泌されるホルモンとその作用について
⑦副腎披露と「うつ」の関係、及び回復策
⑧ストレスが引き起こす代表的な病気と特徴（うつ病、躁うつ病、不安障害、・・・）
⑨診療機関の選び方（精神科、精神神経科、心療内科、神経内科・・・）
⑩ストレスコーピング（緩和策）、睡眠、食事について
⑪ストレス回復に効果的な対処法（呼吸法・筋弛緩法・自律訓練法）

【実施結果】
・理解度：100%
・役立ち度：91%

【主な感想等】
・ストレス⇒身体の変化⇒症状の関係が分かったので良かった
・派遣でこのような研修をやっていただきありがたかった
・ストレス対処法で他の人と意見交換できたのが参考になった

参加率：93％



＜参考＞2016年度セルフケア研修の実施内容（抜粋）



労務管理研修（安全配慮義務から法的理解を深める目的）
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①社員の悩み相談対応（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ）
・傾聴（聴く姿勢）
・繰り返し/言い換え/要約
・共感的理解 ⇒ ラポール形成
・ﾘﾌﾚｰﾐﾝｸﾞ
②納得感のある評価結果の伝え方
・できていることを認める（褒める）
・課題となった点の認識合わせ
・対策は共同戦線で
・次期ﾁｬﾚﾝｼﾞに向けた動機づけ
③ｱｻｰﾃｨﾌﾞｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ体験
・ｴｺﾞｸﾞﾗﾑで自分の癖と知ろう
・誠実/率直/対等/自己責任
（言い難いことでも誠実・率直に）
※③は一般社員にも展開する

ロープレ演習のテーマ（３回）ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研修資料（抜粋）

コミュニケーション研修例（ロープレ体験型研修）



＜参考ケース例＞ロープレ演習①（エンジニアの杉野雅弘さんの相談対応）

【相談者】 技術本部アプリケーション開発部門 チーフ 杉野雅弘さん（３６歳） 独身
【生育・家族環境】
・本人：昭和57年新潟県長岡市生まれ、末っ子長男、小学4年生から学習塾に通い、秀才児でﾊﾟｿｺﾝでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

が趣味、第一志望の大学に進学し、先生の勧めで修士課程まで履修、スポーツは苦手、性格は父親似
・父：地元工業高校出身で精密機械メーカーの下請け会社の工場勤務、定年まで真面目に働き通した実直な技術

者、家庭では無口で妻の言いなり、存在感がない、50歳以降十二指腸潰瘍、狭心症等で入退院繰り返す
・母：県内屈指の名門高校を卒業して東京都内の女子短大英文科進学、教諭資格取得したが教員に採用されず、

長岡市内の学習塾に勤務、結婚後幼児英会話塾から誘われ転職、教育熱心、ﾋｽﾃﾘｯｸで子育ては統制的、子
育て期に一度専業主婦になったが、長女の子供の高校進学後は友人と個人英会話教室を開設、病弱な夫や
出戻りの長女への不満が募り、頻繁に雅弘さんに愚痴をこぼしている

・姉：雅弘さんの3歳上、比較的優秀で英語の成績が抜群、英会話を生かして外国人向けｺｰﾙｾﾝﾀｰ勤務中に職場
結婚、約10年前からパニック障害の発作が断続的に発症、昨年離婚して実家に戻った、母親と頻繁に衝突

【略歴】
・平成17年、国立大学大学院卒業し大手電機メーカー系列子会社に就職
・平成22年、親会社の業務提携で、就業先の会社の組織が再編成されることになり、客先ＳＥ派遣されることになっ

たことを機に転職活動
・平成23年、転職後、現職場に配属、以降、ＤＢスキルの高さが評価され順調に昇格
・平成27年、チーフに昇職し、生え抜きの部門長の傘下で社員6名、派遣社員2名のﾁｰﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを任される
・現在に至る
【職場事情と相談員への相談主訴】
・部門長は、新卒入社時から最早で昇進し、アイデア豊富なエンジニアで将来はＣＴＯ間違いなしとの評判だが、技
術的な相談以外には真剣に聞いてもらえない
・6名の部下の中には、杉野雅弘さんよりも年上の口うるさい社員がいて、何かにつけ情報共有を求められ、疲れる
・2名の派遣社員のうち1名は現代風の魅力的な女性で、実は好感を抱いていた
・ところが、最近チーム内の松木社員と付き合っているとの噂があり、自分自身、気持ちの整理がつかない
・松木社員はスキルが低く、開発品質を考えると目が離せないが、複雑な感情で叱責してしまうようになってきた
・今のプロジェクトの開発完了を来月に控え、自分の分担のモジュール開発の遅れと、松木社員のフォローで手が
回らなくなってきて、残業も80時間／月超過が続き、最近は眠りが浅く中途覚醒が続き、疲れが取れない



タイプ 特性

強度が高
い

一度怒ると止まらない、強く怒り
すぎる

持続性が
ある

根に持つ、思い出し怒りをする

頻度が高
い

しょっちゅうイライラする、カチン
とくることが多い

攻撃性が
ある

他人を傷つける、自分を傷つけ
る、モノを壊す

「怒り」は第二次感情

不安、つらい、苦しい、
痛い、嫌だ、疲れた、
寂しい、ストレス、
悲しい、 ｅｔｃ．

怒りとなって蓄積

やっかいな「怒り」

アンガーマネジメントとは

アンガー マネジメント

怒 り コントロールすること

○
×

怒る必要のあることは上手に怒れ、
怒る必要のない時は怒らない

怒らないこと

を

アンガーマネジメントの
３つの暗号

６秒

衝動の
コントロール

思考の
コントロール

行動の
コントロール

① ② ③

コミュニケーション研修例（アンガーマネージメント）



③社員の睡眠時間の確保

②社員の疲労蓄積の防止

⑤社員のＷＬＢ改善
（ワークライフバランス）

①社員の過重労働の防止

④社員の余暇の充実

Ａ．36協定締結内容の見直し

Ｂ．定時帰宅日の新設

Ｃ．勤務間インターバル制度導入

Ｅ．年次有給休暇取得促進

Ｇ．特別休暇の拡充

Ｈ．時短制度取得機会の拡充

目 的 見直し案

Ｆ．ＷＬＢ休暇（仮称）の新設

Ｄ．フレックス勤務の四半期清算

ＪＣＣにおける働き方改革の促進について



＜参考＞詳細説明資料



＜参考＞記事掲出（労働新聞） ＊この他、参労働総合研究所発行の
「人事実務（５月号）」掲載予定



中災防主催シンポジウムでの“ｅＭＣ”プレゼンスＰＲ

※ 中災防ホームページ抜粋



ご清聴ありがとうございました

引続きＥＭＣＡ会員としての自覚を持って
精進してまいります


